
活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

地域家庭より有効期限切れ消火器を供出してもらい、その消火器を使用し消火訓練を行う。使用済消火器はメンテナンスを行い再使用する。有効期限切れの消火器訓練全体3時間（当該訓練30分）

①供出時に有効期限の確認　②メンテナンス（最充填、部分補修等）により初期の機能を確保　③適正保管場所の設置に気づく。消火器の操作方法を学ぶ（実消火器による模擬火災の消火）地域住民

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

高塚台二丁目自治会

10名【①案内･収集（自治会）②有効期限の確認③メンテナンス（最充填、補修･･・業者）④配達･集金（業者）】消火剤の最充填、補修及び廃棄処分費用は各自負担

家庭内消火器の有効活用とメンテナンス
活動の概要 防災訓練を機会に有効期限切れの消火器を供出してもらい実技体験に使用する。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

防災訓練の案内 → 案内状の作成①主旨　②日時③場所 → 配布①自治会配布ルート活用） → 家庭で所有の消火器の使用期限等を確認。 → 供出可能者は集会所まで持参してください。 → 持参不可の方はその旨申し出てください。自治会が回収します。 → 各価格の案内①新規購入価格②最充填価格　③廃棄処分費用 →↓
②

消火器の収集 → 消火器供出者の　①氏名②住所③電話④再充填、廃棄等の用件を記載したﾒﾓの貼付 → 自主防災会や民生児童委員が訪問して回収するお宅も。 → → → → →↓
③

訓練で使用可能な消火器の選定 → 消火器業者に事前に訓練会場への来場を依頼しておく → 有効期限の確認と機器全体の劣化確認 → 消火訓練に使用可能な消火器の選定 → → → →↓
④

消火訓練 → 消防署に事前に訓練会場への来場を依頼しておく → 消火器の操作要領等の説明 → 実技指導 → 消火訓練は原則供出者が実施する。 → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

消火器のメンテナンス → 使用済消火器を業者が持ち帰る → 容器の耐用確認と判定 → 必要に応じて補修 → 再使用可能容器への最充填 → → →↓
⑥

消火器の各家庭への配達･集金 → 業者と、自治会による配達 → 設置場所等についての説明 → 集金(業者の直接集金が望ましい) → → → →



■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
高齢の供出者には自治会で収集に出向くのが望ましい

平成21年・・5台を訓練に使用し最充填。平成22年･･･16台を訓練に使用し15台を最充填、1台廃棄処分
実消火器による模擬火炎の消火で実践さながらで取り組む。又、子供向けには水消火器による的当てで、ゲーム感覚で消火器の操作方法が学べる。



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

高塚台２丁目自治会

実行委員：委員長、副委員長、コーディネーター、庶務会計、記録担当（各１名）、食事担当（１０名）、生活指導（６名）、物品管理（５名）、安全担当（５名）、宿泊担当（６名）　合計３０～３５名食費５万、設備３万、消耗品５万、その他３万財源：参加児童負担一人2,000円、県補助金　他

通学合宿
活動の概要 地域ボランティアとともに合宿しながら、通学したり日常生活を行う。

家庭や学校ではない集団での生活のノウハウを得ることができる。協力しあうことの大切さを知る。両親、家族に対する感謝の気持ち、自弁たちを支えてくれる周囲のことを知る。地域の小学生（４～６年生）　２０～３０名

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

地域ボランティアが先導する形で起床から通学、就寝までの２４時間を家族と離れて集団生活する。子ども本人準備物：学校で必要なもの、タオル、バスタオル、洗面用具、パジャマ、ハンカチ、ビニール袋（汚れ物いれ）、着替え（日数分）、ティッシュ、エプロン、三角巾、マスク、常備薬、保険証の写し、健康ノート主催者側準備物：布団、洗面・炊事場の増設、食材、調理道具（鍋など一式）、なんと言っても場所！（集会所や公民館）３～５日

通学という日常を家族と離れて生活しながら行うことで、人のつながり、大変さ、家族の大切さ・ありがたさなどを知り、子どもたち自身の生活スキルをアップする。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

学校から提案・依頼 → 県協働推進課より小学校へ事業の打診（ほぼ全額補助金による事業である） → 小学校校長から地域へ提案・依頼 → 参加募集パンフレット等は小学校にて作成・配布・回収 → → → →↓
②

実行委員会の立ち上げ → メンバーを募る地域内の対応団体、人員の検討、男性・女性スタッフの確保 → 核になる委員自治会・老人会・民生・地推・ボラ・サロン等の代表者 → ※関わった人　県協働推進課校長先生コーディネーターなど → 役割分担をする余裕をもった人数確保 → 参加者名簿を作成（児童・ボランティア） → 実行委員と小学校で合宿内容について協議 → 担当したことについてはそれぞれで準備
↓

③

計画・準備・下見 → ２泊３日の予定を練る（メイン会場は地域集会所とした）会場の広さと設備とイベント内容を照らし合わ → 必要なもの・必要なボランティア人数の確保 → 共同浴場などの下見（歩いて行けるか、距離・時間はどのくらいかかるか） → 当日までの買出しリスト作成メニューに合わせた当日の食材などもリスト化しておく → 段取りの打ち合わせも必要 → イベントに夜警やお楽しみも組み入れ、子どもたちが楽しくすごせるよう考える。 →↓
④

参加募集 → 実行委員会内の担当が決定 → 学校と協議 → 学校（校長）が学内検討 → パンフ作成し、学校で配布 → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

説明会 → 募集後、確定した児童の保護者への説明会 → 参加者実行委員会学校県などの関係者保護者 → 予定や内容を具体的に説明参加児童の保険証コピー、健康ノートを預かる → 質疑応答もうける → → →↓
⑥

開所式（初日） → 学校から集会所に下校。この時点で全員集合 → 出席者児童学校県など主催側 → 合宿中の注意事項や説明を行う → → → →↓
⑦

初日夜・二日目夜 → 下校見守り後、簡単なおやつ。宿題・自習 → お風呂班・買出し班に分かれて出発 → 夕食作り・夕食・後片付け → 郷土の話・夜警などキャンドルサービス・肩たたき・講話・ゲートボールなど → 各自布団を敷く（同じものを使うので、名札を自分でつける） → 就寝男女に分けて就寝するので、ボランティアも男女が宿泊 → 夜中に見回り空調による体調管理に気をつける（健康ノートから個々の体質等に配慮）↓
⑧

二日目朝・最終日朝 → 起床・布団片付け・身づくろい・ラジオ体操 → 朝食は一日は洋食・一日は和食をバイキング形式で提供 → 朝食片付け後、登校（ボランティアはそのまま通学路見守り） → → → →↓
⑨

最終日（土曜日とした）閉所式 → 登校しないので、竹細工でコースターなどを製作。家族におみやげとして…。 → 閉所式参加者県、校長、実行委員、保護者 → 保険証コピー、健康ノート → → → →



↓
⑩

反省 → 子どもたち・保護者・学校・ボランティアなど、関わった人に事後アンケート → アンケート結果をまとめ、ボランティアで反省会兼打ち上げ → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
今回の事業では学校からの依頼を1人で受け、地域に持ち帰らずに独断で実行決定し、決行を持ち帰ったため、あちこちで無理があった。夏休み前に開催したい旨の打診があったため、無理を承知で以来を受けたが、本来は依頼を受けてから仲間内で話し合いの時間を設け、決定するべきだったというのが反省点。また、補助金があったので、計画から清算まできっちりとした管理と運営、清算などの業務が大変なので、留意。高齢者に近いボランティアばかりだったので、若い世代の手伝いもあった方が良い。また、保護者アンケートには次回があるなら手伝いたいとの意見もあり、広くボランティアを募るのも良い（当方では時間がなかったため、連絡のとれる仲間だけで対応した）
子どもたちのアンケート回答によると、家族への感謝やおじいちゃん・おばあちゃん世代との交流、笑顔で迎えられることの感動などが心に残った様子。保護者からは集会所を利用しての宿泊に抵抗があったとの意見も出ていたが、概ね子どもが大きく成長したことや親が子どもを大切な存在として再認識したなどの意見もあり。普段の見守りでも子どもたちの挨拶などの反応が良くなった。

住民の好意で撮影・編集されたビデオあり（保護者説明会～実行終了まで）。



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

高塚台２丁目自治会

実演者２名、犯人役１名、子ども１１０番の家在宅者１名不要

児童下校時の不審者対応
活動の概要

下校時に挙動不審者が現れた場合を想定し、「１１０番の家」家人や警察も参加し、公園で不審者に声をかけられたら「こども１１０番の家」に駆け込み助けを求めれば、家人から警察に連絡してもらえ、保護してもらえることを子どもたちが知る。
狙われかけたときに大きな声が出せるようになる。「子ども１１０番の家」へ駆け込むことの習慣化。校区内の小学生

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

「子ども１１０番の家」の旗を掲げている地域住民とその家。警察協力による犯人役づくり。警察署生活安全課からのパトカーの出動。子ども役の子ども２名（できれば高学年１名・低学年１名（実の姉・弟で実施した）、子ども１１０番の家（インターホンがある方が良い）、子ども１１０番の家家人訓練所要時間３０分程度

子どもたちが不審者への対処方法を知る。子どもたちが「子ども１１０番の家」が何であるかを知る。地域住民の見守り意識の向上。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

小学校に訓練内容を説明する。 → 知らない人（不審者）から声をかけられたとき、どのように対応するかを教えるのが目的。 → さらわれかけたとき（浚われたとき）大きな声を出せるようにする。 → 「こども１１０番の家」を子どもたちが知っており、きちんと把握しているのか？に留意する。 → 訓練することで意識と行動を向上させるようにもっていく。 → → →↓
②

警察に相談。 → いざというとき、警察は子どもたちの味方だと子どもたちに知ってほしい。 → 犯人役は普段見守り等をしている近所のおじさんでは不適切。 → 警察から犯人役を出してもらう。（顔を知らない不審者） → 実際にパトカーや警官が参加することで住民の安心感や信頼感を増幅することも期待できる。 → 地域小学校と警察が身近になるチャンスでもある。 → →↓
③

日時・内容の決定。 → いつ・どのように実施するかを決める。 → 校区内全てで同時進行はできないので、場所を絞って計画する。 → 以降、校区内の公園や近隣で持ち回りするのも良い。 → → → →↓
④

具体的な内容・進め方を決める。 → 配役の決定。高学年１名低学年１名犯人役１名１１０番の家人１名 → 子ども役をお願いするお宅のご両親にも了解を得る。 → １１０番の家は実施する公園等の近くの家・（理解のある）家人が適当。 → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

訓練を行う。 → 小学校に児童の見学を依頼しておく。 → 子どもたちに「もし、自分だったら…」を意識させる。 → ※校長先生の話などがあっても良い。 → → → →↓
⑥

事後検証。 → 犯人はどんな人相？ → 犯人はどんな服装？ → 犯人の背の高さは？ → 犯人に関する子どもたちの記憶をチェックするため、子どもに発表させる。 → あわてたときの記憶力や記憶がどんなものであるか、子どもたちに知ってもらうことも良い。 → もし自分だったら？の再確認。 →↓
⑦

講評。 → 最後に、警察の方かパトロール隊隊長から一言。 → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
学校・地域・警察の根回しのため、平生からの「おつきあい」が大切。それができていれば何事もスムーズに事が運ぶ。

校区で実施とはいえ、あまりに人数が多すぎると見学できなかったり、真剣さに欠けるので、見学者50-60名くらいまでが妥当。人数が多くなるようであれば、場所・日時等をわけて行うなどの工夫をした方がより効果的。本当に知らない人（警官など）に声をかけられることで、子どもが危機感を持つようになる。

きっかけは、「地域の公園等で子どもたちが安心して遊べればよい」という思い。普段から防犯灯の球切れに気を配り、公園まわりの植樹が高すぎたり茂りすぎたりしていれば行政に声をかけ、公園内の安全を少しでも向上させることができれば…。→また、「子ども１１０番の家」が風化し、子どもたちにきちんと理解されていない（根付いていない）のではないかとの危惧もあった。



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

児童通学路における見守り活動をリレー形式で行う。既存のワンワンパトロール隊と協力し、散歩の時間を下校時に合わせる。グリーン帽、グリーンジャンパー、防犯ベスト、旗（交通安全用）など児童下校時の約３０分下校時間帯　A.12:00　B.13:00　C.14:15　D.15:00　E.16:00

下校する児童を少しでも安心して安全に帰宅できるよう見守ること。当地域は坂道ばかりの（結構急な坂道が多い）ため、高齢化しつつあるパトロール隊の移動距離を少しでも減らし、少人数でも効率よく児童の下校を見守ることができ、持ち場間の隊員同士の交流も深まる。地域の小学生

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

高塚台２丁目自治会

地区の広さによる責任感があり子ども好きで思いやり深い方。奉仕精神が旺盛な方大歓迎！不要

児童下校見守り（リレー方式による見守り）
活動の概要 高齢化しつつある見守り隊の負担を少なくしつつ、効率良く子どもたちを見守る。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

児童下校時に各ポイントで見守る → 下校時間は学年により異なる。主に低学年を重点的にしている → 学校行事予定表（学校より提供されている）により、低学年児童の下校時間を把握する → 隊員の自宅近くの通学路ポイントにて立哨 → → ※下校時間に変更がある場合は学校→隊長→事務局→隊員と連絡する → 隊員間の情報交換をしっかりし、間違いのないようにする →↓
②

リレー見守りのポイントを決める → 通学路に5～6か所の立哨ポイントを決める → 隊員同士がお互いの姿が見える位置にポイントを決める → 坂の上、坂の下などのポイントを考え、隊員の移動距離を短くする → → → →↓
③

リレー見守りを行う → 児童が通過したら、次のポイントの隊員に旗を振って知らせる → これを繰りかえす → 低学年はなるべく家やマンション近くまで見送るようにしている保護者の協力も不可欠 → 下校は一斉ではないが、なるべく道路がみえる場所に立つ → 信号のない交差点を通ることもあるので、児童が歩行できるよう見守りは忠実に行う → →↓
④

問題点の定義（反省）など → 学校、PTA、防犯パトロール隊の定期会合により討議 → 防犯パトロール隊の会議により、相互の意見を出しあい共有化を図る → 日常会話の中での話し合い（隊長と隊員、隊員同士） → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

ワンワンパトロール隊も見守り隊の時間に合わせて行動する → 犬の散歩時間を子どもの下校時に合わせる → 案犬に可愛いグリーン系の服や飾りをつける → 案愛犬の散歩道を下校時の通学路にする → → → →↓
⑥ → → → → → → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
無理のない範囲で自宅近くにある立哨ポイントに立ち、参加すること・子どもたちとのあいさつやふれあいを楽しむ。

朝の見守り活動は４部団８～１２名に対し、下校時の見守りは５～６名と減少する。原因が家庭の雑用や所用などと重なる時間であるからか？また、午後の散歩は４時（１６時）以降が多く、時間がかみ合わないのも原因。こうした理由により、少人数となった見守り隊員でもこの方法を用いれば、効率良く活動できている。足腰が弱っている隊員なども負担が少なく、活動に参加しやすい。また、参加している仲間にも喜ばれている形態である。やはり、坂道の登り降りは体力的にキツイ場合があるので、無理して長距離を移動するよりも効率が良い。



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

地域の学校支援を目的として、河合第３小学校の環境整備と教員の負荷（雑用）軽減及び児童の情操力の向上地域住民との交流、次世代リーダー育成活動で上げることが

できる力・能力

学校の美化・整備を行い、環境の良い場で児童に授業を受けさせると共にボランティア活動の素晴らしさを伝える（知ってもらう）＝地域の模範となる学校でありたい
校内の園芸・除草・樹木の剪定・学習の指導補助・プールの監視・設備のメンテナンス（できる範囲のこと）各人の技術に応じた道具で支援ボランティア所有の工具と学校が保有する道具を活用
地域の全児童、保護者及び教員

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数） 各月２～３回（ただし、夏期・冬期は別工程）／１日の工程：２～３時間、年間スケジュールによる

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

準備するもの

（道具、材料等）

高塚台２丁目自治会

当該地区の学校では除草１４名、剪定５名、園芸４～５名、作業内容にPTAの応援を求めることもある工具・設備の修理（2300円）、消耗品（3000円）、苗・肥料（53500円）　本年（5～12月実績）合計79500円計画予算を申請・学校で決済（公費負担）

学校支援ボランティア
活動の概要 学校支援ボランティア隊員による特技及び能力に応じた学校支援



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

ボランティア活動を通じて学校の門戸を開く → これまでのボランティアパトロールの実績が下地となっている → 子どもたちとの対話やふれあいを密に持ち、互いの信頼関係を築く → 子どもたちの目線で物事を考え、個人を指導するつもりで → 教員との交流の中で実態を知り、「何が必要か」を考える → 子ども一人ひとりが自分の子どもであり、孫である認識のもと「大切に育てる」気持ちで → 校内の設備や樹木をよく知る（校庭の樹木リストを作るなど） →↓
②

地域全体で学校を支援し、情操的なグレードを上げる → 学校が別世界ではなく、身近な存在として地域向上の原点として考える → 小学校は詰め込み教育ではなく、人間形成の情操教育の場として位置付ける → 感受性の高いこの時期が大切で、物事の善し悪しのケジメをつける → 時には注意し、叱ることも必要 → 目上の人を敬い、友達と仲良く人としての常識を教える気持ち → 子どもたちから見た「良いボランティアのおじさん（おばさん）」と親しみを持ってもらう存在でありたい →↓
③

子どもたちとともに汗を流し、楽しみ、共通の思い出づくりを持つ → 学校農園を通じて土を耕し、種をまき、水をやり…育てる苦労を知る → 農園の一角にみかんの木を植え、幼虫を育て、揚羽蝶の生態観察をする → 野菜の苗を植え、農園の草取りをするなど、生長記録を撮る（写真など） → 校庭の草を皆で抜き、美しくなった喜びを知る → 芋ほり、ひょうたん収穫なと、収穫の喜び、楽しさを味わう → 収穫したさつまいもで焼き芋パーティーを楽しむ（学校から消防に怪煙届を出し、校庭で行った） →↓
④

隊員の士気高揚と意識改革及び持続性を高める → 作業を通じてよりよい人間関係をつくり、共に働く喜びを知る → 社会に奉仕している実感を味わい、世間に役立っていることを認識する → 子どもたちとのふれあいの中で、若さを貰い、自分自身が活性化する → 学校の事業を手伝い、参画し、自分たちの力を誇示できる場とする → 物作りの原点を知り、作る楽しさを実感する → 隊員同士が協調することにより、働く団結力を養う →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

校内の整備と環境の改善 → 与えられたテーマ（除草、剪定等）だけでなく、校内の補修、改善にも目を向ける → 校内の設備（水栓・電気関係・ペンキ塗りなど）の補修を行う → 校内の不備等の点検と、情報の収集をし、学校と協議する → 教員・PTA等からの要望を受ける不備な点の指摘も貰う → 改善の立案・計画・予算を立て、学校に決済を貰い、実行に移す → →↓
⑥

作業を通じ、隊員の技術の向上を目指す → 除草・剪定・園芸等を通じて、広く経験を増やす → 隊員同士の交流により、技術の向上を図る → 技術的な資料を取り寄せ、検討する必要に応じて隊員に配布する → 技術的なセミナーへ積極的に参加し、専門的な知識を取得する → 安全に対する心得も取得・実践する → →↓
⑦

計画的な作業を行い、無理のない作業工程で行う → 学校の年間行事に基づいて計画し、季節に応じた作業を実施 → 季節的な作業を考慮し、年間・四季の工程をたてる → 無理のない工程で１工程（１日）３時間以内として計画・実行 → 夏期・冬期は寒暖を考慮し対策持続可能な作業工程とする → 前年度の実績を勘案し、工数・作業量・能力等計画を立てる → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等校内の樹木の配置、校舎の配置図、家庭でできる簡単な剪定、隊員の登録リスト、校内作業時の心得、作業案内と協力の呼びかけ、改善についての計画書（校内）
ボランティアパトロール隊として結成以来９年目となる実績と隊員同士の団結力、また、今日までの学校との信頼関係があってこその活動です。隊員が培ってきた貴重な特技や経験を活かした社会貢献となるよう、児童や教諭の力になることができればと地域の学校支援を目的として活動をしています。隊員に対して学校から定期的なお知らせを通じ、共通の行動とステップを周知し、共に歩んでいることを実感する。技術資料等の配布、セミナーへの参加等により魅力的なものとした。ボランティア活動は個人単独では達成できないが、皆でやれば大きなものもで

発足（作業開始）して約半年であり、評価の目標数値等が設定されていないが、校内の美化等に著しい変化が見られる。対外的にも良い評価があった。隊員の参加率も高く、今後、一年を経過した時点で目標値を設定したい。子どもたちが我々ボランティアに対する尊敬の念が目に見えてわかるようになり、校内でのあいさつやありがとうの声が大きくなっている。隊員の作業に興味を示し、感謝の意を表すなど教師のボランティアへの取り組みが子どもたちにも顕れている。



※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
昔遊びを用いての子どもたちと触れ

読み聞かせボランティア「大切に育てる」
ボランティアへの子どもたちのリポート（小学校の授業）食育ボランティア（さつまいもの苗植え）

児童・ＰＴＡ・教諭と協力して除草作業
収穫祭（やきいも大会）

校内の補修・改修（簡易なもの）ものづくり



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

強制加入は避け、フリータイムに無理の無いように取り組み、来れるときに来れる人が出来ることを強調。一対一での説得資料　　フリータイムの有効活用具体例　　危険マップ　　学校行事予定表　　同意書（連名）　　グリーン帽などユニフォーム一式人間関係づくりに充分時間をかけるので、各人毎に費やす時間は違う。”言っておいたから大丈夫だろう”ではだめ！！

仲間づくりのための人材発掘の出会い作りを朝夕の犬との散歩時、ソフトボール同好会、ゴルフ同好会等でつくる。毎日できるだけ多くの人と親しくなるため、挨拶と声かけで人間関係を深めようと努力。地域の自主活動にやり甲斐を感じそうな人をマークする。

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

河合町高塚台２丁目自治会自主防災会・防犯パトロール隊

”あの人にならついて行く”と云った日頃の活動の姿が説得力。率先行動力、気配り、包容力がリーダーシップ発揮に不可欠。財源稼ぎにアルミ缶収集の協力乞う。自治会の協力大。一人分一式約5,000円（グリーン帽1000、ベスト1000、ジャンパー1000、防犯チョッキ2000）

ゼロからの組織立ち上げ（人づくりの流れ）
活動の概要 一人でもやり抜く覚悟で「地域のために役立ちたい」と朝夕愛犬（ラブ）との散歩時が始まり。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

多くの人を知るため、自分から行動を起こす。 → 毎日朝夕愛犬との散歩時に挨拶声かけの励行。 → 出きるだけ散歩の時間を決める。 → 趣味の面から・ソフトボール同好会・ゴルフ同好会等に努めて参加。 → → → →↓
②

多くの人に会う。 → 積極的に挨拶声かけをするよう努力。 → 下を向き、顔をあげない人は先ずだめと思うが、時間をかけてみる。 → 気楽に声かけができるまで。 → 趣味等の話を。例えば一万歩、野球、ゲートボール、グランドゴルフ等 → 話す回数、時間を気にしないようになるまで。 → 雑談や冗談が言えるようになって。 → 特技を聞き出そう。例：工作、土いじり、花、畑↓
③

人材発掘を心がける → 「何か地域に役立ちたい」という気持ちの持ち主を右記の人材から探そう。 → ・声の大きい方・声かけに反応のある方・行動的な方 → ・気軽にものの言える方・笑顔の出やすい方・子ども好きな方 → ・犬の散歩好きな方・散歩好きな方・民生児童委員の現役及びOB・スポーツマン → 自分から挨拶声かけを進んで実行でき、アルコールが飲める方 → 年上の方には尊敬の念を持って接するように！ → 年上の方に十分相談して、理解いただき強い支援者として位置づける。↓
④

立ち話が出来るようになれば → 防犯グリーン帽をかぶり、愛犬との散歩をかねてのパトロールを話す。 → H13の大阪池田小学校の児童殺傷事件後、同志による防犯パトロールをしていることを話す。 → 防犯グリーン帽子が挨拶、声かけを気軽にさせて後押ししてくれる → グリーン帽が防犯への抑止に役立っていることを話す。 → 散歩パトロール時、特に子ども・高齢者を意識し、挨拶・声かけを励行。（オレンジリング） → 同志で地域を守りたい意気を示す。 → 防犯ボランティアの輪を拡げたいと訴える。
↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

”やってみようかな”と興味がでかけとろころで、（私の毎日の活動を見て共鳴された方） → 一対一で資料をもとに話をすすめる。 → 資料として・フリータイムの活動例・地域危険マップ・小学校行事予定表 → 同志としては、目つき・質問等で本気性を見抜く。 → 連名（９名）の同志書に署名も → → →↓
⑥

連名の同意書に署名が済むと → 出来るだけ早くユニフォーム一式をお持ちする。 → グリーン帽ジャンパーベスト防犯チョッキ → 受け取られたら同志としての活動間違いないし。 → グリーン帽をかぶるだけでも使命感が生まれ、やり甲斐も感じるでしょう。 → 隊員になったと友達に話す。メッセンジャー、ボランティア（しゃべり屋）がいてもいいのでは。 → →↓
⑦

具体的な活動とは → 来れる時に来れる人が出来ることをやるのです。 → ９つの活動・全面的に挨拶声かけ運動・児童登下校時の見守り → ・夜間パトロール・わんわんパトロール（ワンパト）・散歩パトロール（サンパト） → ･最寄り駅の自転車の整理整頓・公園美化・オレンジリング（認知症の方保護） → ･青色パトロール（３台） → →↓
⑧

ほめ言葉を忘れずに → 一寸した事でも最後まで話を聞いて、ほめ言葉を忘れずに → → → → → →↓
⑨

"やり甲斐”を感じるとき → 子どもから「おじさん毎日ありがとう」と感謝の言葉をもらうとき → 一年生の終わりに一年間の感謝に気持ちを込めて花や花の種を送ってくれたとき → 毎朝学生やサラリーマンから「おはようございます。ご苦労様です」の労いの言葉をもらったとき → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等60年以上の人生経験から人間の関係づくりが一番の生きた参考資料です。
何事も自分からやってみることから始め、次に理解ある分身（後継者）を造り、手足になってもらうことができればさらに良い。総体的に目・耳を使って周りをしっかり把握し、できるだけ些細なことまでの気配りが大切。

地域のために毎日できることをしばらく（2～3年）黙々とするような活動が一番効果があった。
継続することから組織の芽が生まれると信じる。



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

有言実行責任感無限

組織の立ち上げと共にリーダーの存続継続は力なり信頼関係

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

河合町高塚台２丁目自治会自主防災会・防犯パトロール隊

行動力、指導力、統率力（判断力、包容力、強調性等）金より汗

ボランティア・パトロールリーダーとは
活動の概要 地域の安心・安全への旗揚げ



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

ボランティア・パトロールリーダーとは → 本当に情熱と生き甲斐を活動から感じられる人 → 口が先で行動力を伴わない人はだめ → ”そのうちやったら”はだめ → → → →↓
②

指導者・統率者素材（能力として） → 行動力指導力統率力 → 判断力包容力協調性 → 等のある人 → → → →↓
③

人材発掘 → 学生時代にスポーツ等の主将の経験のある人 → ・自治会長・民生児童委員・地域安全推進委員・老人会長 → スポーツ同好会長・サークル会長の経験のある人 → → → →↓
④

リーダーに適性のある人材を選ぶ → 時間をかけて適性を見抜く → 大声で話ができ、思いやりがあり、涙もろい人 → 気軽に話しかけができる人横文字を使わない人話の聞き上手な人できれば酒の飲める人 → 先輩の方を大切にし、褒め言葉が出る方 → ５年はリーダーとして存続できるよう、60歳代前半の年金生活者が最適 → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

遠慮いただきたい人 → 口が先で行動が伴わない人 → そのうちやってくれるだろう人 → 組織ができかけてもリーダー一人で何もかもやり進める人 → 核になる分身が作れない人 → 挨拶・声かけをしようと呼びかけるが、自分から進んで行動しない人 → →↓
⑥ → → → → → → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等


